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1. はじめに 

 森林は日本の国土の約 7 割を占め、市場で取引され

ない機能も含めた多面的機能(Multiple Functions of 

Forest:MFF)を有している。例えば、日本に多く存在す

る急峻で雨量の多い地域では、森林は緑のダム 1)と呼

ばれるように洪水緩和機能を持ち、MFF の代表的な要

素として捉えられている。一方、日本の森林の約 4 割

は人工林であり、人が管理しなければ、植林密度が高

いために日光を遮るようになるなど、健全な状態を保

てず、MFF を発揮しないと考えられている 2)。実際に

は人工林の多くが林業の衰退とともに放棄された状

態となっており、人口減少や厳しい財政状況の中では

森林管理への支援はさらに困難な状況に置かれるこ

とが予測される。 

 そこで、森林の大半が存在している中山間地域への

支援の必要性を明らかにする為の1つのアプローチと

して、価値を定量的に評価し、更に限られた財源を有

効活用すべく、どの地区から優先して保全・管理する

かを検討する方法が必要である。本稿では、三重県の

櫛田川流域圏(松阪市・多気町)を対象に、森林管理の

際に用いる森林簿の最小単位である小班を用いて、ミ

クロな空間単位での MFF を貨幣価値で評価する。森

林簿とは、森林の種類や、樹種、林齢、地質などを示

した管理表であり、小班は、所有者ごとに区分された

単位である。対象地域には、約 10 万の小班がある。

林業就業者数と発揮されるMFFの関係を明らかにし、

現状の林業就業者数で発揮可能な評価額を算出し、両

者のギャップについて考察する。 

2. 多面的機能の種類と評価方法 

 2001 年に日本学術会議が答申した報告書 3)では、

MFF を 56 項目、8 区分に体系的に整理している。本

研究では、この方法に従って、以下の式で各機能の評

価値を算出する。現在、この報告書を基に計算されて

いる最も狭い単位での評価は都道府県レベルである。 

1)二酸化炭素吸収機能 

ଵܸ ൌ ሺܽ ∙ ܾ ∙ ܿ ∙ ݀ െ ݁ ∙ ݂ ∙ ܾ ∙ ܿሻ ∙ ݃ ∙ ݄ ∙     (1) 

2)表面浸食防止機能 

ଶܸ ൌ ܽ ∙ ሺ݆ െ ݇ሻ ∙ ݈                     (2) 

※傾斜が 5％未満の森林はこの機能を考慮しない 

3)表層崩壊防止機能 

ଷܸ ൌ ܽ ∙ ሺ݉ െ ݊ሻ ∙


ଷ
                    (3) 

4)洪水緩和機能 

ସܸ ൌ ܽ ∙  ∙  (4)                           ݍ

5)水質源貯留機能 

ହܸ ൌ ܽ ∙ ሺݏ ∙ ݐ െ ሻݑ ∙ ሺݒ   ሻ              (5)ݓ

6)水質浄化機能  

ܸ ൌ ሼܽ ∙ ሺݏ ∙ ݐ െ ሻݑ െ ሽݒ ∙ ݓ  ݒ ∙  (6)        ݔ

7)化石燃料代替機能 

ܸ ൌ ∑ሺݕ
ᇱ െ ሻݕ ∙ ܾ ∙ ݄ ∙



ଵଷ
                 (7) 

8)保養機能 

଼ܸ ൌ ܥ∑ ∙ ܦ ∙ ܧ ∙ ܨ ∙ ܩ ∙  (8)                 ܪ

ここで、 

 a:小班面積 b:換算係数(枝葉・幹) c:容積密度 d:ha当たりの幹材生産量 

e:素材生産量 f:素材生産量から伐採材積への換算係数 g:炭素含有係数 

h:二酸化炭素換算係数 i:二酸化炭素回収コスト ji:無林地の年間浸食量 

ki:有林地の年間浸食量 l:堰堤建設費用 m:有林地の崩壊面積 n:無林地の

崩壊面積 o:治山山腹工事費用 p:100 年確率雨量強度 q:森林と裸地の流

出係数の差 r:ダムの建設費+維持費 s:平均降雨量 t:裸地の流出係数 u:平

均蒸発散量 v:利水ダム減価償却費用 w:ダムの維持費用 v:生活用水利用

量 w:集水量あたり減価償却費及び年間維持運転費用 x:水道料金 y:構造

の種類別建物面積 B:構造種類別の住宅一棟当たりのCO2排出量 ݕ
ᇱ:木造

住宅が RC・鉄骨造の住宅に建て変わったときの構造の種類別建物面積 

C:15 歳以上の人口 D:参加率 E:参加平均回数 F:自然風景を見る者の割

合 G:補正係数 H:平均旅行費用  

3. 多面的機能の価値の算出 

 MFF の価値をミクロレベルで算出するために、森林

簿を利用し、式(1)～(8)を用いて各小班の森林の価値を

算出する。人工林と天然林を合わせて 2,252 億円/年と

なり、人工林のみでは 1,651 億円/年となった。図-1に

小班単位での結果を示す。以後では、その維持に人手

が必要となる人工林に注目する。 

4. 管理可能な人工林面積の算出 

 林業就業者１人が 1 年間に管理できる人工林面積を
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